
 

 

 

 

 

 

 

 多摩市健幸プロジェクトに関する連携協定を締結しました 

 

令和５年３月２２日、多摩市、一般社団法人多摩市医師会（以下、多摩市医師会）、日

本ベーリンガーインゲルハイム株式会社の３者で協定を締結しました。 

 

【経緯】 

多摩市医師会では、日本医科大学多摩永山病院と連携し、多摩市の国民健康保険及び後

期高齢者医療保険の健診データを活用し、地域医療の発展を目的として、これまで「多摩

市医師会プロジェクト」を推進し、心臓病、腎臓病、フレイル等の解析を実施し、エビデ

ンスの創出や疾患の早期発見・予防に向けた取り組みを進めていました。 

今回、さらに民間企業を加えた新たなプロジェクト（多摩市健幸プロジェクト）を立ち

上げ、これまでの健診データの他に、ＫＤＢ突合データ（＊）を活用し、更に深堀りした

分析を実施し、将来的には分析結果を多摩市の施策に還元し、健幸まちづくりの更なる発

展を目指すものです。 

 

＊ＫＤＢ突合データ：国民健康保険及び後期高齢者医療保険の健診・医療・介護のデー

タが集まる「国保データベース（ＫＤＢ）システム」のデータを二次加工するために出力

した CSVファイル。今回、多摩市が多摩市医師会に提供するのは、健診データ及びレセプ

トデータ。 

なお、ＫＤＢ突合データの外部提供にあたっては、匿名化したデータを提供し、かつ多

摩市個人情報保護審議会に諮り、同意の答申を得ています。 

 

 

【取り組み内容（連携協力すること）】 

１．健康課題の解明とその対策に関する事項 

２．地域医療に従事する医療関係者等への情報提供の支援に関する事項 

３．市民向けの各種健康教育への支援に資する事項 

４．その他 

 

 

令和５年４月１１日 

令和 5年 5月 18日 
多摩市国民健康保険運営協議会 
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問い合わせ 

健康福祉部保険年金課（保険年金課長 河島） 

電話 042-338-6824（直通） Fax 042-371-1200 


